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１．はじめに ― 問題意識 2

「戦後最大の試練の時」「新たな危機の時代に突入」 ― Decisive Decade

ウクライナ戦争の教訓 ／ ローマ帝国の箴言から学ぶ安全保障の本質

抑止の方程式

抑止 ＝ 能力 × 意図 × 相手の認
識

能力の構成要素

能力 ＝ 装備 × 人 × 意図（法制
度）

焦点

「人」に焦点を当てた安全保障
戦略

→ 今こそ「人」を育て直す教育の抜本改革が急務。戦後教育の「つけ」を直視する。

日本再生のために何を為すべきか ～日本の教育への提言～ 織田邦男



緊張度増す領空、領海



2025年

2025.9.3

中露朝
新「悪の枢軸」揃い踏み



互いに関連し合う紛争
ウクライナ戦争
イラン戦争
台湾有事
朝鮮半島

露朝関係
軍事同盟
兵士派遣

武器・弾薬支援

中露関係
間接支援

原油、LNG購入
軍民両用支援
台湾独立反対

イ朝関係
ミサイル技術支援
核開発支援
テロ支援

★南北敵対関係

中イ関係
間接支援

原油、LNG購入
武器、弾薬支援
★力の空白

露イ関係
兵器支援
（シャヘド）
偵察衛星支援
★原油値上がり

４つの紛争に共通
米国次第→米国のドンロー主義→世界の警察官放棄
力の信奉者→米軍の能力→力の空白→紛争誘発



我々は今
”DECISIVE DECADE”
を生きている

戦争になるかならないかの10年
↓

この10年の努力が問われる

・防衛努力（GDP数％）で抑止できるなら安いもの
それを使いこなせるソフトウエア（憲法）は？
・現憲法で戦争を抑止できるのか

「戦後最大の試練の時」 Decisive Decade
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２．日本の現状 ― 数字が示す危機 3

13.2%
「自国のために戦う」
国際世論調査（日本）

79カ国中・最下位

32%
リトアニア
（同調査）

→ 「与みし易し」
（侵略を誘発）

夢を持てない若者

リスクマネジメント講義でのエピソード：将
来の目標を語れない学生が多数

「個」と「公」の断絶

三つの願望（自由・金・恋愛）に終始。社会
・国家への関心の欠如

抑止の破綻リスク

「40%」が意味する閾値。教育の重要性を示
す総合安全保障講座の結果

日本再生のために何を為すべきか ～日本の教育への提言～ 織田邦男



「はい」（日本）13.2％
世界79カ国中、最低

（2021.1.29） （2022.6.4）



産経新聞「正論」2022.11.3
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抑止の破綻リスク

「40%」が意味する閾値。教育の重要性を示
す総合安全保障講座の結果

→ 「たたずみ君」現象：社会への当事者意識を失った若者をいかに再覚醒させるか

日本再生のために何を為すべきか ～日本の教育への提言～ 織田邦男

2025年度
・小中学校：不登校35万4千人（過去最多）
・引きこもり：146万人（15～64歳）
・自殺：小中高生532人（過去最多）



３．戦後教育と戦後の風潮 4

吉田ドクトリンの影

国防を他人事とする意識を醸成。米留エピソードに
見る当事者意識の欠如

「公」の喪失

社会全体の基軸・方向性を失う。自己実現のみを教
え「公への責任」を教えなかった戦後教育

「下の句」の喪失

「自由と責任」「権利と義務」がセットのはずが前
半のみに。給食費・年金・成田空港・日教組問題に
象徴

国家依存と「公」への甘え

「国は国民を守るべき」→その国家を支えるのは誰
か？ ニューハンプシャー州の対比例

→ 「権利と義務」「自由と責任」の両輪を取り戻すことが日本再生の第一歩

日本再生のために何を為すべきか ～日本の教育への提言～ 織田邦男



４．自衛隊の教育 ― 変革のモデル 5

若者の変身プロセス

1 入隊前

平均的な若者。目標なく、社会への関心薄

2 教育訓練

「公」最優先の価値観。国旗・国歌・宣誓文に
よる帰属意識

3 入隊後

東日本大震災・イラク派遣で内外から高い評価
。立山遭難救助の実績

戦後教育との決別

「公」を最優先に据えた教育体系。国際スタンダード（
米国幼稚園の例）

DNAの解放

人間が本来持つ社会性・使命感を抑圧から解放し本来の
姿に

「公」最優先の価値観

"Service before self" 自己より先に公への奉仕。諸外
国から高い評価

→ 自衛隊の教育モデルは「人間の潜在力を引き出す」日本再生のヒントを示している

日本再生のために何を為すべきか ～日本の教育への提言～ 織田邦男



５．日本の教育への提言
平和を守るために ― 「公の復活」へ

提言①

「公の復活」

"One for all, All for one" / 
"Service before self"
個人の自由と公への責任をセット
で教える教育への転換

提言②

社会奉仕活動の教育導入

一人一人が国家・社会を支える自
覚を育む体験型教育。自衛隊モデ
ルの知見を活用

提言③

「凛とした存在」を目指
す

「爛熟して倒れつつある」日本か
ら脱却。「与しやすし」を払拭し
、抑止力たる国民の形成

「最大の国防はよく教育された市民」

― トマス・ジェファーソン（米国第3代大統領）
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